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地域の障がい者による和太鼓の演奏会「共生社会『第１回　希望まつり』を開催

和太鼓奏者しんたさんの指導のもと、プロジェクトの実行委員が参加を希望する障がい者との交流を深めるワークショップを実施した

地域の障がい者による和太鼓の演奏会を　
５年計画で実施して支援体制を構築する

NPO法人「アートステージ空知」は、北海道内の深川・

滝川地域にある会場でコンサートなどを主催している。

同法人では、2016年には障がいのある人とない人の共

生共創を目的に、深川ディスプレイふれあいの家、拓殖大

学北海道短期大学庄内ゼミと一緒に「夢プロジェクト実

行委員会」を立ち上げ、3年間にわたって演劇公演を行っ

てきた。2019年には参加者の要望に応える形で、和太鼓

奏者のしんたさんを指導者に迎え、ワークショップを実施し

ながら、「太鼓集団夢ファミリー」による太鼓公演を開催し

た。さらに2020年11月には、前年の公演のチラシを見て、

自分たちにも太鼓の指導をしてほしいと申し入れがあった

滝川市の福祉事業所「滝川ほほえみ工房」に通う障がい

者と雨竜町にある雨竜高等養護学校「太鼓クラブ」のメン

バーとともに、「ともに歩き出そう」をテーマに、出演者71名、

スタッフ53名による太鼓公演「ふれあいまつり」を開催した。

その「ふれあいまつり」を発展・継承する形で、2023年

10月29日に雨竜町公民館で開催したのが、和太鼓演奏

を柱とする「共生社会『第１回　希望まつり』」である。

その事業の実施にあたって、POSCと北海道遊技事業

協同組合からの共同助成を活用した。和太鼓の響きとリ

ズムは心のバリアフリーとも言えるもので、障がい者を含め、

人間の秘めたる可能性や生きることのすばらしさを感じさ

せてくれる。この事業は単発に終わらせるのではなく、5年

計画として企画しており、その継続を通じて地域に障がい

者支援のための恒常的な体制を構築したいと考えている。

入念なワークショップによる準備を行い、　　
イベント当日は大成功に終わる
「共生社会『第1回　希望まつり』」の実施にあたって

は、その準備として和太鼓奏者しんたさんの指導のもと、

プロジェクトの実行委員が2名1組で各施設、学校、練習

場所、保育所などを見学し、参加を希望する障がい者と

の交流を深めるワークショップを以下の日程、場所、参加

人数で開催した。①6月17日／7月8日／8月26日／10月

28日―深川市ディプレイスふれあいの家40名・社会福祉

法人ほほえみ会 22名・躍進滝川太鼓 17名、②６月20日

／7月11日／8月29日／9月26日／10月24日―雨竜高等

養護学校17名・雨竜暑寒連山太鼓22名、③６月19日／

7月10日／8月28日／9月25日／10月23日―社会福祉法

人くるみ会17名・音江イルム太鼓22名。

イベント当日の舞台では、出演者がしんたさんから提供

された楽曲を中心に演奏したが、その姿を見た観客から

は手拍子も含め、盛大な声援が飛び、会場全体がホット

な空間になった。曲と曲の合間に行われた出演者へのイン

タビューでは、それぞれが喜びの顔でハキハキと答えてい

た。また、本番前の舞台裏では、障がい者の1人が緊張

のあまり舞台に立てないと言い出したが、しんたさんが中

心となって円陣を組み、「1つのチームだから、1人ではな

いよ」と励ます場面もあり、全員が一緒に舞台に上がるこ

とができた。

今回の事業では、開催地となった雨竜町の行政、社会

福祉協議会などからも全面的な支援を受け、大成功に終

わった。当日の観客数の約6割は地元の雨竜町民だったが、

「初めて見た」、「すごく感激した」という声が多く寄せら

れた。

北海道遊技事業協同組合より
芸術活動を通じて、地域で暮らす障がい者の方 を々

支援するための体制づくりに取り組んでいる団体の活動
に感激しました。今後も、ぜひ継続してほしいと思います。

子どもの健全育成と、SDGsの目標のうち『貧困をなくそう』『すべての人に健康と福祉を』
『質の高い教育をみんなに』の実現に資する活動への支援

「共生社会『第１回　希望まつり』」事業

心ゆさぶる和太鼓の響きとリズムに乗せて
地域に暮らす障がい者の支援体制づくりに奮闘

音楽・演劇・映画などの鑑賞会や、それらに関連する文化団体を支援するための研究会や講演会、連携・ネットワー
クづくりなどの事業を通して、地域の文化芸術の振興や非営利文化団体の支援を行っている北海道滝川市の団体が、
地域に居住する障がい者に対するキメ細かい支援体制の構築を目指し、「第１回　希望まつり」を実施した。

事業の推進にあたり、今回の助成が一筋の光になりました
これまでに様々な団体に補助金の申請をしましたが、非常に難しい結果が続いていた

ところ、POSCから助成していただけることになり、一筋の光になりました。本当にありが
とうございました。この事業は５年計画です。障がい者を守るためにも、また就労も含めた
キメ細かい支援体制の確立のためにも、今後もご協力、ご支援をお願いします。

助成団体：特定非営利活動法人　アートステージ空知	

特定非営利活動法人　アートステージ空知
理事長　青木 勝美さん
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